職員ワークショップ企画案
１　目的

　　市民参加の制度の運用や市民参加による事業に取り組む職員や，それを支える立場にある職員が集まり，現行の「市民参加ガイドライン」を基に，市民参加の必要性や効果，課題などについて議論を交わす中で，そこで明らかになった課題やアイデアを踏まえて，市民参加推進の手引き（仮称）部会において「職員のための市民参加の手引き（仮称）」（案）を作成した。
　　この案の内容の磨き上げを行うため，本市の市民参加の創成期に，市民参加に関するプロジェクトチームに参加し，今日の市民参加の基盤づくりに貢献した職員に集まってもらい，意見交換を行い，そこで出た意見やアイデアを手引き案にいかして，もって今後の市民参加の更なる推進を図る。
２　日時

　　平成２４年３月１６日（金）　時間未定（午後か夜間）

３　場所

　　未定（職員会館かもがわを想定）

４　対象者

　　平成８年度から平成１３年度まで本市に立ち上げた市民参加に関する次のプロジェクトチームに参加した職員及び市民参加を担当した職員（人選中）

　・　市民参加検討プロジェクトチーム
　・　市民参加推進プロジェクトチーム
　・　市民参加支援プロジェクトチーム

５　プログラム

　　次の５点をテーマに，参加者それぞれの意見を聞き，意見を交わす。市民参加推進フォーラム委員も議論に加わる。
　　①　市民参加が必要であることを市職員の腹に落ちるようにするためにどうすればよいか。

　　②　「市民目線に立つ」とはどういうことか。

　　③　市民と行政の「対等な立場」とはいかに形成したらよいか。

　　④　市会の権限や役割の尊重について。
　　⑤　市政運営の効率性と市民参加の取組のバランスをどのようにとればよいか。
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